




itāb futūḥ al-buldān 』の全訳である。 『諸国征服史』は、預



























































































































































































































































述である。そして、バラーズリーの生きた時代を﹁イスラームの政治・社会・宗教などが多極化し、その統一性に亀裂が拡がっていた時代﹂ したうえで、バラーズリーの本書執筆の意図を﹁当時の時代状況の認識と将来へ展望のもと、 ﹁大征服﹂というイスラームの過去の栄光 軌跡を省察﹂し、﹁ ﹁大征服﹂を成さしめたイスラームの力の本源の確認・提示にあった﹂ものと訳者は推測している（第三巻一八九頁）
。評者もまた、こうした訳者の見
解に同意するも である。地域区分に基づいた征服史に、初期イスラーム国家の構造に関する叙述を挟んでいくこと イスラーム国家が空間的にも構造的にも発展していく様子が 『諸国征服史』では述べられている。本書評では、こうした概観をより補完す ものとして 本書の叙述内の時系列とう点を加えて若干の考察を以下に試みてみたい。
第Ⅰ部から第Ⅷ部までの征服史部分の構成は、そこに提示されている征服
活動の時系列に注目し みる 、大き 三つに再分類する ができる。すなわち、 （１）アラビア半島で 征服活動（第Ⅰ部） 、 （２）シリア以西で 征服活動（第Ⅱ～Ⅳ部） 、 （３）イラク以東で 征服活動 Ⅴ～Ⅷ部）である。
まず（１）では、預言者ムハンマドのメディナへのヒジュラから初代正統
カリフ・アブー・バクルの下 のリッダ戦争まで、ムスリム共同体 アラビア半島での征服活動が述べられる。アラビア半島 おけ ﹁ ﹂活動とそれに付随する情報を提示することが叙述の中心であり イブン・イスハークによる『預言者伝』やタバリー 『使徒たちと王たちの歴史』にあるような、ムハンマドのライフ・ヒストリー しての要素は希薄である。
いわゆる大征服の叙述は（２）からとなる。ここではアブー・バクルの時
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が述べられた後、ウマ の時 ②クーファの建設 続いてワーシト、バグダードの建設の叙述を挟んで） 、そしてその ーファから派遣された軍による征服活動が述べられていく（第Ⅴ部第
17章～Ⅶ部第
21章﹁ジュルジャーン
とタバリスターンとその諸地方﹂節） 。そ 後、再びウマルの時代に遡り、③バスラ周辺の征 とバスラの建設と、そこから派遣された軍による征服活動が述べられていく（第Ⅶ部第
21章﹁クワル・ディジュラ征服﹂節～Ⅷ部） 。
このように見てみると、地域的には大きく（１）アラビア半島、 （２）シ
リア以西、 （３）イラク以東 三つに分類さ おり、時系列的には（１）は預言者ムハンマドからアブー・バクル 時代にかけて概ね時系列 沿っており、 （２）と（３）はともにアブー・ クル 時代から始まって、ウマルの時代で分節化されているこ がわかる。こうした構成 ら次の二つ 点を指摘することができるように思わ る。第一に、こ 三つの地域区分は、それぞれの征服活動を担ったアラブ部族軍の区分と重なっている。 （１ アラビア半島で 活動を担ったのは ムハンマド 時代からの信徒を核とすメッカ・メディナ周辺のアラブ・ムスリムであ （２） （３）はアラビア半島全域のアラブ・ムスリムから成る遠征軍であり、 ２）はシリア 面軍、 （３）はイラク方面軍による、それぞれの征服活動 軌跡 ている。そして ２ と（３）はさら 時系列 分節化に即して軍団も分節化しいる。すなわち、 （２）の③エジプト以西につい はエジプト総督によって派遣された が、 （３） ②はクーファ総督の派遣した軍が、 （３）の③はバスラ総督の派遣した軍が、基本的に それぞれの地 征服活動を担っているのである。こうしたことから、本書における地域と時系列の分節化活動を担ったアラブ部族民から成る軍団を単位としてなされて る点 指摘できるだろう。
第二に、征服活動は預言者ムハンマド及び正統カリフたちの指導下で遂行
されたことを、度々確認する叙述構成となっている。本書では、各地の征服活動が述べられる際、必ず始点として誰が軍を派遣したのかが述べられている。すなわち、 （１）ではムハンマドとアブー・バクルによる軍の派遣、（２）と（３）ではアブー・バクルないしウマル、ウスマーンによる遠征軍指揮官の任命と派遣 あるいは地方総督の任命や指示を経ての、総督による軍の派遣から、各地の征服が述べられていく。地域・時系列・軍が変わる都度、誰の治世に、どの総督の下で軍が派遣されたのかが繰り返し述べられているのである。加えて、各地の征服活動の叙述は、時にウマイヤ朝期に及ぶ場合もあるが、そこでもやはり、時のカリフやその総督による指示や任命が述べられている。こうした叙述 構成か は、ウマイヤ朝期 征服活動もまた初期の指導者が始めた征服活動の延長線上に位置付けられていることがうかがわれる。このように 本書の 、そ 構成に附随する形で、動における時 リーダーシップが強調されたものとなっている点を指摘できるだろう
先に述べたように、本書は初期イスラームの征服史を地域ごとに提示した
書である。しかし、その構成からは同時に、 ﹁大征服﹂ 担い手としてのアラブ部族と、それを指導したカリフたちへ 、そして両者が一体となった最初期のイスラーム国家への強い関心をうかがう とが きる である。　【註】
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